
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

     

       

       

 

 

 

       

     

 

 

 

 

[主  催]  城西校区人権学習講座実行委員会 

[参加団体]   泉学区人権学習推進協議会／山手学区人権学習推進協議会／泉学区まちづくり推進委員会／山手

学区まちづくり推進委員会／城西中学校／城西中学校 PTA／泉小学校／泉小学校 PTA／山手小

学校／山手小学校 PTA／山手保育所／西山手保育所／かやの会（在住行政職員の会）／部落解放

同盟山手支部／泉交流館／山手交流館／泉交流館山手コミュニティセンター／南部地域振興課 

[問合せ先]   南部地域振興課（℡９８０－７７１３ Fax９８７－２３８２） 

城西校区人権学習講座は、地域のつながりや絆を大切にしながら、日々の暮らしの中に

人権意識を広く根づかせることを目的に毎年開催し、今年で４２回となります。 

※受講無料。手話通訳あります。 

※駐車場は泉小学校グラウンドです。係員の誘導に従ってくださいますようお願いします。 

早稲田大学政経学部卒。１９９０年、NHK 入局。太平洋戦争などの近現

代史から、アートや文学まで多岐にわたるテーマで、NHK スペシャルや

ETV 特集などの番組に携わる。９度にわたるギャラクシー賞や放送文化

基金賞、橋田賞などを受賞。2024 年12 月、ＮＨＫ退職、フリーに。著

書は、平和協働ジャーナリスト基金賞を受賞した「ゲンバクとよばれた少

年」（講談社）など多数。近著は「ひめゆり学徒だった山内祐子さんが沖

縄の高校生に伝えたこと」（講談社）、そして福山の部隊出身の兵士に材

をとった「無名兵士の戦場スケッチブック」（筑摩書房・解説） 

わたなべ  こう 

 

長崎であった「二重の差別」とは？講師は戦争関連

の取材を続け、テレビドキュメンタリーと書籍を紡

いできた、作家の渡辺考。二歳の時に被爆した中村

由一さんは被差別部落出身。小学生の時から友だち

に「ゲンバク」と呼ばれて育ちました。中村さんへ

の取材を通して、見えてきた厳しい差別の実態、そ

れを克服し、未来に戦争体験の継承を取り組む中村

さんの姿を、映像を交えながら語ります。 

「ゲンバクとよばれた少年」中村由一 

聞き書き：渡辺考、絵：宮尾和孝（講談社） 

「無名兵士の戦場スケッチブック」）

砂本三郎／解説:渡辺考（筑摩書房） 


